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紙のリサイクルにご協力を

どの区分にも
入らないもの

横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

新聞類 ざつがみ類 ダンボール類

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

Tissu
es

Tis
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取る

取る

取る

新聞紙、折込広告
荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

週刊誌、書籍
ノート、カタログ
取扱説明書

雑誌類

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除く
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　紙は分別して、地区の資源ごみ回収日か、資源リサイクルセンターに出してく
ださい。防水加工された紙やコート紙など、異物が混ざっていると、紙の原料に
ならなかったり、紙を作るうえで障害となりますので可燃ごみに出してください。

　大口町資源リサイクルセンターではご家庭で使わなく
なった羽毛ふとんの回収をおこなっています。通常、ふと
んは粗大ごみとして処理手数料が必要ですが、羽毛ふとん
は資源リサイクルセンターに持ち込んでいただければ、無
料で回収することができますのでご利用ください。

不要になった紙は、分別収集することで、
古紙、包装資材、事務用品として幅広く使われます。

牛乳パック、
ジュースパック

牛乳パック類

回収できないもの

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

ダウンの割合が 50％以上の
羽毛ふとんの回収
ダウンの割合が 50％以上の
羽毛ふとんの回収

●ダウンの割合が 50％未満のもの
●フェザーふとん（羽根ふとん）、綿、
　ポリエステル製ふとん
●ダウンジャケット

48％

野
焼
き
は
禁
止

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
臭
い
が
す
る
」

「
煙
で
布
団
や
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
し
ま

う
」
な
ど
野
焼
き
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
例
外
を
除
き
原
則

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
例
外
規
定
で
も
煙
等
に
よ
り
周
辺
住
民

の
生
活
環
境
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
導
の
対
象
に
な

り
ま
す
）。

　

剪
定
枝
や
草
は
、
有
機
資
源
保
管
所
に
持

ち
込
み
、
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
よ
り
良

い
生
活
環
境
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
宅
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
お
こ
な

う
場
合
は
、
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

有
機
資
源
保
管
所
開
所
日
時　

▽
豊
田
地
区　

金
・
日
曜
日
、

▽
二
ツ
屋
地
区　

土
・
月
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
４
時
（
年
末
年
始
は
除
く
）


